
基本区内のガイドシリーズ　(秋田営林局)

優良遺伝子の確保

一天然スギ及びブナ精英樹の追加選抜一

林木の育種は,林木を遺伝的に改良して,造林

用種苗の素質の向上をはかり,成長量の増大と樹

形及び材質ともに優れた健全な林分を造成するこ

とにあるのは,今さらいうまでもないことである

が,育種の可能性と限度をできる限り高く保つた

めには,現存する林分の中から優良な個体(又は

林分)をできるだけ多く確保しておく必要があ

る。

秋田営林局では,昭和32年度に精英樹の選抜を

開始して以来,昭和53年度末までにスギ68本(人

工林から41本,天然林から27本),アカマツ16本,

クロマツ11本,ブナ16本の精英樹を育種母材とし

て選抜してきたが,近年木材需要の情勢から伐採

の進展にともない,優良林分が年ごとに減少しつ

つある。
一度失なわれた遺伝子は,再び取りもど

すことは不可能であり,このため東北林木育種場

奥羽支場の指導のもとに,昭和54年度にスギ天然

林及びブナ林から精英樹の追加選抜を行ったので

その概要を紹介する。

1天然スギ

選抜については,「精英樹選抜育種事業実施要

領」に基づき,幹が完満で,曲り,よじれがな

く,クローネが狭く,枝が枯れあがり易いなどの

形質的な面に重点をおき,天然スギの蓄積量が多

く,しかも精英樹選抜の対象林分があると予想さ

れる管内の各営林署から候補木を選出して,現地

審査(育種場係官による)を行い精英樹を決定し

た。
選抜本数は6本(表一1参照)であり,能代営

林署管内から2本,藤里営林署管内から4本が選

ばれ,既選抜分を加えると74本で,このうち33本

が天然林から選抜された。また同時に,阿仁営林

署管内から雪害抵抗性個体の選抜も行い,佐渡ス

ギ(天然記念物指定)20本が選ばれ,同営林署管内

からすでに選ばれている桃洞スギ10本を加えて,

雪害抵抗性個体は

30本となった。

そこで今般選抜

した中から,能代

114号(写真-1)の

概要を述べると,

本箇所は,秋田県

山本郡二ツ井町大

字田代字潟の沢国

有林14林班に小班

面積8.25ha,標高

360mの西向緩斜

地で,土壌型BD,

ha当り1,229m3の

蓄積を有する学術

参考保護林であ

る。精英樹は斜面

中腹部に生立し,

推定樹齢180年～

200年,樹高47m,

胸高直径121cm,

材積19.6673,枝

下高比45,校はや

や太めで現存木の

中では優良木とし

て評価される。天

然木の選出に際し



ては原則として,過去に択伐が入ったことのない

「ヤマ」で選ぶべきとされている。

しかし,本林分の施業記録から択伐については

明らかでなく,おそらく長い年月の間には,1～

2度は択伐の洗礼を受けているものと考えるべき

であり,そのことによってどの程度の優良木が伐

採されたかは知るよしもないが,いずれにしても

秋田天然スギが失われつつある現状の中では,優

良遺伝子として貴重な価値をもつものと思う。

2ブナ

秋田営林局管内には,約465千haの天然生広葉

樹林があり,ブナの蓄積量は全広葉樹のおおよそ

60%と,かなりのウェイトを占めているが,奥地

林開発によって優良老齢林分が減少傾向にある。

そのため今回の精英樹選抜に際しては,こうした

現状を考慮して,選抜対象を100年生以下の優良

二次林を優先し,次いで老齢林から選抜すること

として進めてきた。選木については成長量はもと

より,形質的な面で,枝の分岐点の高い,いわゆ

るスギのような単幹状の個体を主眼において選抜

を実施したものである。

選抜本数は,21本(表-1参照)であるが,阿

仁営林署,小国営林署を除いては候補木の段階で

あり,いずれ天然スギの場合と同様,現地審査に

よって精英樹を決定することになる。

写真-2は,今回選抜したうちの小国102号で

ある。本箇所は,山形県西置賜郡小国町大字大石

沢字樔頭国有林77林斑ち小班,標高550mの北西

斜面で,土壌型はBDである。 精英樹は,樹齢約

150年,樹高32m,胸高直径60㎝,材積3.49m3,

枝下高比78,クローネ直径5m,枝張数30であ

り,これまでに選抜された精英樹の中でも優良な

個体といえる。

なお,ブナ精英樹は既選抜のものを含めると合

計37本選ばれているが,この中には前述のとおり

未決定木(候補木)も含まれているため,現地審

査の結果失格となるものが若干でてくるものと思

われる。このため森吉山

麓や,奥羽山系あるいは

優良二次林等を対象に引

き続き選抜を進める計画

である。

以上,秋田営林局にお

ける天然スギ,ブナ精英

樹の追加選抜の概要を述

べたが,近年,秋田スギ

に対する優良形質材生産

指向による育種の見地か

らの見直し,あるいは広

葉樹資源の見直し機運が

高まる中で,国有林が持

っている豊寓な資源の中

から,優良遺伝子を確保

することはきわめて重要

な課題である。林業に対する社会的要

請も多様化している今

日,これに対応するため

関係各機関のなお一層の

御指導をお願いしたい。

表-1天然スギ・ブナ精英樹選抜現況



スギ精英樹クロ一ンの黒点枝枯病に対する抵抗性検定

佐々木　文　夫

精英樹クローンを用いて人工接種を続けてきた

が,クローン検定の見通しを得たので報告します。

供試クローンは青森・岩手・宮城の1県下から

選出された69本の精英樹,対照に川尻営林署産の

ウラスギ系天然スギ4クローン,ポカスギ1クロ

一ンを用いた。 接種菌株は岩手県雫石町で1979年

3月罷病枝を採取し,組織分離,液体培養した菌

糸塊を使用した。

接種は1979年4月上旬に,各供試クローンの切

枝15㎝のものに針で押し刺して行い,接種枝は20

pcの暗い恒温室に1週間入れた後,15㎡の発泡

スチロール板に,接種枝4本,無接種枝2本の計

6本を挿し水槽に浮べた。 水槽は屋根のある施設

内に作られ,施設内は相対照度15%前後,湿度は

自動噴霧潅水によって調整をした。

調査は6月下旬に,接種部を削り,褐変の程度

によって被害度を次のように区分した。 0:無害

(押し刺した傷のみでまったく褐変が見られな

い), 1:軽害(押し刺した傷付近にわずか褐変

が見られる), 3:中害(褐変が見られるがその

広がりは接種部内にとどまっている), 5:重害

(接種部全域が褐変しその周囲にも拡散してい

る)とした。

表-1は被害指数階ごとのクローン数を示した

ものである。 被害指数2以下は全体の約20%,4

以上は16%,残りの約60%は中程度の被害であっ

た。

なお，被害指数0のものはなく,全クローンに

病害が発生した。

表-2は分散分析の結果で,クローン間に1%

水準で有意性が認められた。

表-3は精英樹クローンと対照の被害指数を示

したが,精英樹の平均被害指数は3.1,対照の天

然スギは2.9で,平均被害指数はほぼ同じである

が,ノミラツキの範囲は対照が小さい。 一方,ポカ

スギは平均被害指数4.7で,精英樹クローン群や

天然スギに比べ著しく被害が大きかった。

表-4は精英樹クローンを選出地域別に区分

し,被害指数を示したもので,これによると地域

間差は非常に小さく,地域特性は認められなかっ

た。

以上のことからスギ黒点枝枯病の精英樹クロー

ンの検定を事業観供で進めることが可能となっ

た。

また,精英樹の本病に対する抵抗性は地域特性

が認められないので,被害の予想される地帯へ精

英樹系統を造林する場合,クローン又は系統を選

択する必要がある。

表-1　　被害指数別クローン割合

表-2　　黒点枝枯病の被害についての分散分析

表-3　　精英樹クローンと対照の被害指数

表-4　　地域別被害指数



育種事業はどこまですすんだか(その5 )

-昭和54年度の育種種子生産状況一

石　井　正　気

東北育種基本区における育種種子の生産は,昭

和40年代は採種園の育成期間であったため目標生

産量の10%程度に過ぎなかったが,昭和51年度に

20%をこえる生産量を示して以来年次を迫って増

大してきました。

昭和54年度におけるスギ,アカマツ採種国産種

子の生産量は下表のとおりです。

スギについてみると,基本区全体の目標生産量

が6,582kgに対してすでに4,178kgの種子が採種園

から生産され,その達成率は61%であります。

育種区別では,東部育種区が106%,西部育種区

が26%となっています。採種園1haあたりの種子

生産量は基本区平均で約20%となっています。

また,造林用苗木生産のために使用された種子

量に占める育種種子の割合を育種種子の普及率と

すると,昭和54年度は基本区全体で30%となって

おり,岩手,宮城,山形の1県で60%をこえてい

ます。

アカマツについては,49年,52年の豊作年には

ほとんどの機関で目標生産量を上回る生産をあげましたが,54年は全体に結実が悪く基本区の総生

産量は126kgにとどまりました。

アカマツの目標

生産量は1,229kgであるからその達成率は25%で

あります。

また,昭和54年度の育種種子の普及率は基本区

全体で17%であるが,アカマツの造林面積が減少

していることや,前年の貯蔵種子が利用されたの

で,おおかたの機関では採種園産種子でまかなわ

れています。
育種種子の生産量は,年次により豊凶差がある

にしてもほぼ順調に伸びており,当初懸念された

育種種子の品質や育種苗の生長に対する心配も共

同研究「育種種苗の合理的な育苗技術の確立」を

通じてほとんど問題がないことが確認され,苗木

生産に向けられており,年々その評価は高まって

きています。
今後,採種木の管理技術,ジベレリン施用などの

着花促進技術をさらに向上させることによって,

所期の目標どおり,昭和60年以降の造林用苗木は

すべて育種苗でまかなうことができそうです。

昭和54年度採種園産種子の生産状況


